
29
消
費
マ
イ
ン
ド
の
１０
年
変
化
と
働
く
環
境
か
ら
の
影
響
力 

　
―
電
通
消
費
者
研
究
セ
ン
タ
ー
「
電
通
消
費
実
感
調
査
」
よ
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
電
通
消
費
者
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
　
窪
田  

剛
士 
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１
． は
じ
め
に 

　
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
消
費
者
の
マ
イ
ン

ド
が
雇
用
環
境
へ
の
不
安
感
に
よ
っ
て
左
右

さ
れ
る
傾
向
が
強
く
な
っ
て
い
る
。
消
費
マ

イ
ン
ド
は
、K

atona

（1975

）を
嚆
矢
と
す

る
調
査
研
究
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
消

費
支
出
の
ゆ
く
え
を
決
め
る
重
要
な
要
素
と

な
る
。
本
稿
で
は
、
過
去
一
〇
年
余
り
の
消

費
マ
イ
ン
ド
の
変
化
を
押
さ
え
つ
つ
、
消
費

者
が
支
出
を
意
識
す
る
ま
で
に
至
る
プ
ロ
セ

ス
を
構
造
化
し
、
な
か
で
も
雇
用
不
安
が
も

っ
と
も
強
い
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を

み
て
い
く
。 

   

２
． 

消
費
マ
イ
ン
ド
の
変
化 

　
消
費
者
の
意
識
は
こ
の
一
〇
年
余
り
の
間

に
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
は
電
通
が
一
九
九
三
年
以
降
隔
月
で

実
施
し
て
い
る
「
電
通
消
費
実
感
調
査
」
で

発
表
し
て
い
る
、
〝
電
通
消
費
マ
イ
ン
ド
指

数
〞（
１
）
（D

entsu 
C
onsum

er 
M
ind 

Index, 

以
下
Ｄ
Ｃ
Ｍ
Ｉ
）
を
通
じ
て
消
費
意

識
の
変
化
を
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
Ｄ
Ｃ

Ｍ
Ｉ
は
、
消
費
環
境
に
対
す
る
見
通
し
と
、

今
後
の
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
支
出
意

欲
か
ら
構
成
さ
れ
、
消
費
マ
イ
ン
ド
に
関
す

る
総
合
的
ス
コ
ア
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
可

能
と
な
っ
て
い
る
。 

　
Ｄ
Ｃ
Ｍ
Ｉ
の
最
近
の
傾
向
を
み
る
と
、
一

九
九
八
年
六
月
が
ボ
ト
ム
で
、
二
〇
〇
〇
年

四
月
ま
で
上
昇
し
た
後
、
再
び
二
〇
〇
一
年

一
二
月
ま
で
下
降
し
て
い
る
。
二
〇
〇
二
年

に
は
日
韓
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
の
高
揚
感
も
あ
り

や
や
上
向
い
た
が
長
続
き
せ
ず
、
同
年
一
二

月
に
は
大
き
な
落
ち
込
み
を
見
せ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
れ
以
後
、
消

費
者
意
識
は
基
調
と
し
て

上
昇
ト
レ
ン
ド
の
過
程
に

あ
る
。
な
お
、
九
八
年
六

月
ボ
ト
ム
時
の
二
一
〇
・

〇
は
、
調
査
開
始
以
来
の

最
低
、
二
〇
〇
〇
年
四
月

の
二
四
九
・
二
は
、
九
四

年
一
二
月
の
二
五
〇
・
七

に
次
ぐ
高
さ
に
な
っ
て
い

る
。 

　
Ｄ
Ｃ
Ｍ
Ｉ
と
他
の
景
気

動
向
や
消
費
動
向
に
関
す

る
指
標
を
比
較
す
る
と
、

Ｄ
Ｃ
Ｍ
Ｉ
は
日
経
平
均
株

価
（
日
経
二
二
五
）
と
よ

く
似
た
動
き
を
す
る
こ
と
、

す
な
わ
ち
、
両
者
の
形
状

が
似
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
日
経
平
均
株
価
は
、

二
〇
〇
〇
年
四
月
二
四
日

に
三
〇
銘
柄
を
入
れ
替
え
、

Ｉ
Ｔ
関
連
銘
柄
の
比
重
を

高
め
た
。
そ
の
時
点
で
、

Ｄ
Ｃ
Ｍ
Ｉ
と
は
以
前
に
比

べ
幾
分
か
の
レ
ベ
ル
シ
フ

ト
が
生
じ
て
い
る
が
、
そ

の
後
も
Ｄ
Ｃ
Ｍ
Ｉ
と
日
経
平
均
は
、
上
向
き
、

下
向
き
の
ベ
ク
ト
ル
の
同
一
性
は
ほ
ぼ
保
持

さ
れ
て
い
る
。
む
し
ろ
逆
に
、
相
関
係
数
で

見
る
と
二
〇
〇
〇
年
以
降
に
お
い
て
よ
り
関

連
性
が
高
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

   

３
． 

支
出
意
識
に
衝
撃
を 

　
　  

与
え
た
一
九
九
七
年 

　
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
一
九
九
〇
年
代
は
人
々

の
意
識
に
様
々
な
影
響
を
与
え
る
出
来
事
が

頻
発
し
た
。
な
か
で
も
、
日
本
社
会
に
与
え

た
イ
ン
パ
ク
ト
の
大
き
さ
、
人
々
の
消
費
意

識
を
マ
イ
ナ
ス
方
向
に
働
か
せ
る
経
済
的
要

因
が
続
け
ざ
ま
に
起
こ
っ
た
と
い
う
意
味
で
、

一
九
九
七
年
は
特
異
な
年
で
あ
っ
た
。
例
え

ば
、
消
費
税
率
の
三
％
か
ら
五
％
へ
の
引
き

上
げ（
四
月
）、
改
正
保
険
法
が
ス
タ
ー
ト
し

医
療
費
の
本
人
負
担
が
二
割
に
増
加（
九
月
）、

北
海
道
拓
殖
銀
行
、
山
一
証
券
な
ど
金
融
機

関
の
経
営
破
綻（
一
一
月
）、
ま
た
海
外
に
目

を
向
け
れ
ば
七
月
の
タ
イ
・
バ
ー
ツ
の
暴
落

に
始
ま
る
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
が
発
生
・
拡
大

す
る
な
ど
、
人
々
の
経
済
活
動
や
消
費
気
分

を
冷
え
込
ま
せ
る
要
素
に
事
欠
か
な
か
っ
た
。 

　
こ
の
よ
う
な
社
会
状
況
の
中
で
、
人
々
の

消
費
意
識
が
一
九
九
七
年
以
後
、
急
速
に
悪

化
し
て
い
く
様
子
は
、
消
費
者
調
査
に
よ
っ

て
も
如
実
に
現
れ
て
い
る
。 

　
再
び
電
通
消
費
実
感
調
査
で
、
そ
の
傾
向

を
追
っ
て
み
る
。
ま
ず
、
一
年
前
と
比
べ
て

モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
に
か
け
る
支
出
を
引
き
締

め
て
い
る
か
ど
う
か
を
質
問
し
て
い
る
。
そ

の
結
果
を
み
る
と
、
支
出
引
き
締
め
意
識
は

一
九
九
七
年
か
ら
徐
々
に
冷
え
込
み
は
じ
め
、

一
九
九
八
年
を
過
ぎ
た
あ
た
り
か
ら
現
在
に

至
る
ま
で
支
出
意
識
の
低
迷
は
続
い
て
い
る
。

水
準
と
し
て
は
、
五
割
強
の
人
が
引
き
締
め

て
い
る
と
し
て
い
た
状
態
か
ら
、
七
割
弱
の 
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人
が
引
き
締
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

総
じ
て
、
男
性
よ
り
も
女
性
の
方
が
引
き
締

め
度
合
い
は
高
く
な
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
よ

り
具
体
的
に
は
、
全
体
か
ら
み
て
統
計
的
に

有
意
に
引
き
締
め
意
識
が
高
く
出
る
の
は
、

男
性
四
〇
代
、
女
性
三
〇
代
〜
女
性
五
〇
代

で
あ
る
。
特
に
男
女
と
も
に
四
〇
代
で
最
も

高
く
な
る
。
つ
ま
り
、
財
布
を
あ
ず
か
る
女

性
の
側
が
日
常
の
生
活
の
中
で
財
布
の
ヒ
モ

を
締
め
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

で
は
、
こ
の
間
に
ど
の
よ
う
な
層
が
特
に

引
き
締
め
を
強
化
し
た
の

だ
ろ
う
か
。
一
九
九
七
年

を
は
さ
ん
だ
前
後
で
引
き

締
め
度
の
落
差
を
比
較
す

る
と
、
こ
の
期
間
で
引
き

締
め
意
識
が
最
も
悪
化
し

た
の
は
、
男
性
五
〇
代
で

あ
っ
た
。
リ
ス
ト
ラ
な
ど

こ
の
間
に
身
に
降
り
か
か

っ
た
経
済
的
厳
し
さ
が
こ

の
年
齢
層
に
集
約
さ
れ
て

い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
し
、

ま
た
比
較
的
経
済
状
況
に

合
わ
せ
て
支
出
意
識
を
変

え
て
い
く
層
で
あ
る
と
い

え
る
。 

 

逆
に
、
最
も
悪
化
す
る

程
度
が
弱
か
っ
た
の
が
男

性
三
〇
代
で
あ
る
。
男
性

三
〇
代
は
、
意
識
変
化
の

幅
が
小
さ
い
こ
と
に
加
え

て
、
全
体
平
均
と
ほ
ぼ
同

水
準
で
推
移
し
て
い
る
の

が
特
徴
で
あ
る
。
良
く
も

悪
く
も
、
意
識
と
し
て
は
、

社
会
全
体
の
中
庸
を
示
す

年
代
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。 

　
一
般
的
に
、
支
出
は
所
得
に
応
じ
て
増
減

す
る（
２
）。
と
こ
ろ
が
、
調
査
結
果
か
ら
は
、

支
出
引
き
締
め
は
意
識
レ
ベ
ル
で
感
じ
て
い

る
所
得
の
変
動
以
上
に
、
支
出
を
抑
制
す
る

傾
向
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
一
〇
年
余
り
で
は
、

一
九
九
七
年
を
境
と
し
て
引
き
締
め
意
識
の

レ
ベ
ル
シ
フ
ト
が
起
き
た
が
、
低
所
得
層
と

高
所
得
層
と
い
う
所
得
の
二
極
化
が
進
ん
で

い
っ
た
中
で
、
同
時
に
ラ
チ
ェ
ッ
ト
（
歯
止

め
）
効
果
が
働
い
て
い
た
と
い
え
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
た
だ
、
逆
向
き
の
歯
と
し

て
現
れ
て
い
る
の
だ
が
。 

   

（
１
）「
先
行
き
不
安
」
と
「
収
入
減
少
」

が
支
出
引
き
締
め
の
二
大
要
因 

　
こ
れ
ま
で
、
支
出
の
引
き
締
め
意
識
が
一

九
九
七
年
を
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
変
遷
を
遂
げ
て
い
た
こ
と

を
み
て
き
た
。
で
は
、
な
ぜ
消
費
者
は
財
布

の
ヒ
モ
を
き
つ
く
締
め
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。 

　
現
在
、
支
出
を
「
引
き
締
め
て
い
る
」
と

回
答
し
た
人
に
対
し
て
、
そ
の
理
由
を
尋
ね

る
と
、〈
収
入
の
減
少
〉
と
〈
先
行
き
不
安
〉

が
一
貫
し
て
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
て
お

り
、
支
出
引
き
締
め
の
二
大
要
因
と
な
っ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
、
一
九
九
七
年

以
前
と
以
後
を
比
較
す
る
と
〈
収
入
の
減
少
〉

は
九
ポ
イ
ン
ト
、
〈
先
行
き
不
安
〉
は
七
ポ

イ
ン
ト
上
昇
し
、
二
〇
〇
四
年
で
は
ど
ち
ら

も
三
五
％
の
人
々
が
支
出
を
引
き
締
め
る
要

因
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。
次
い
で
〈
教
育
・

結
婚
資
金
〉
を
あ
げ
る
人
が
多
く
、
同
様
に

二
一
％
か
ら
二
四
％
に
上
昇
し
て
い
る
。 

　
一
方
で
、
〈
生
活
に
必
要
な
も
の
は
み
な

揃
っ
て
い
る
〉
は
一
五
％
か
ら
一
一
％
に
低

下
、
特
に
一
九
九
四
年
に
は
一
八
％

の
人
が
支
出
引
き
締
め
理
由
と
し
て

あ
げ
て
い
た
が
、
二
〇
〇
四
年
に
は

八
％
に
な
る
な
ど
一
〇
年
前
と
比
べ

て
二
分
の
一
程
度
の
割
合
と
な
っ
て

い
る
。 

　
支
出
引
き
締
め
の
判
断
理
由
を
男

女
別
に
見
る
と
、
全
体
の
動
き
と
同

様
、
男
女
と
も
に
〈
先
行
き
不
安
〉

と
〈
収
入
の
減
少
〉
の
項
目
が
高
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
特
に
男
女
差
が
著

し
い
の
は
〈
収
入
の
減
少
〉
で
、
男

性
が
女
性
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。

逆
に
女
性
の
方
が
男
性
を
上
回
っ
て

い
る
項
目
と
し
て
は
〈
教
育
・
結
婚

資
金
〉
等
が
引
き
締
め
理
由
と
し
て

あ
げ
ら
れ
て
い
る
。 

　
こ
れ
ら
の
結
果
は
何
を
意
味
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
一
つ
に
近
年
の

動
き
か
ら
は
、
「
消
費
者
は
必
ず
し

も
„
モ
ノ
が
既
に
あ
る
“
か
ら
引
き

締
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
い

う
よ
う
に
読
み
取
れ
る
。
つ
ま
り
、

バ
ブ
ル
崩
壊
後
し
ば
ら
く
は
、
物
質

的
に
必
要
な
も
の
は
満
た
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
支
出
を
引
き
締
め
て
い
る
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理
由
で
あ
っ
た
が
、
時
間
が
経
過
す
る
に
つ

れ
買
い
替
え
需
要
を
迎
え
て
き
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
支
出
し
よ
う
と
す
る
気
持
ち

に
は
至
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

   

４
． 
人
び
と
が 

　
　  

感
じ
る
労
働
環
境
の
変
化 

　
一
九
六
〇
年
代
に
発
達
し
、
一
九
七
〇
年

代
半
ば
に
完
成
し
た
と
い
わ
れ
る
「
終
身
雇

用
制
度
」
や
「
年
功
序
列
型
賃
金
制
度
」
と

い
っ
た
日
本
的
経
営
の
強
さ
の
象
徴
で
あ
っ

た
労
働
環
境
も
、
人
び
と
の
見
方
は
大
き
く

変
化
し
て
き
た
。 

 

図
４
は
、
今
後
の
雇
用
環
境
や
賃
金
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
な
る
と
考
え
て
い
る
か
聞

い
た
結
果
を
示
し
て
い
る
。
一
見
し
て
明
ら

か
な
の
は
、
「
派
遣
社
員
・
短
期
契
約
社
員

が
増
え
る
」
「
年
功
序
列
賃
金
制
度
は
崩
れ

る
」
「
能
力
に
よ
り
賃
金
格
差
が
つ
く
傾
向
」

が
い
ず
れ
も
一
九
九
八
年
一
〇
月
を
境
に
大

き
く
上
昇
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
大
企
業

の
破
綻
が
相
次
い
だ
こ
の
時
期
、
か
つ
て
の

雇
用
形
態
が
今
後
維
持
で
き
な
く
な
る
と
多

く
の
人
び
と
が
肌
で
感
じ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。 

　
雇
用
に
関
す
る
不
安
感
に
つ
い
て
も
、
一

九
九
七
年
か
ら
一
九
九
八
年
に
か
け
て
増
加

し
、
そ
の
後
半
数
以
上
の
人
が
雇
用
不
安
を

抱
え
て
い
る
状
態
が
続
い
て
い
る（
図
５
参

照
）。
ま
た
、
消
費
の
元
手
と
な
る
収
入
に

対
す
る
予
想
は
、
現
状
の
雇
用
不
安
と
密
接

に
関
連
し
て
い
る（
図
６
参
照
）。
図
６
は
、

横
軸
に
雇
用
不
安
Ｄ
Ｉ
（
雇
用
不
安
を
「
感

じ
て
い
な
い
」
か
ら
「
感
じ
て
い
る
」
を
引

い
た
も
の
）、
縦
軸
に
今
後
の
世
帯
収
入
予

想
Ｄ
Ｉ
（
世
帯
収
入
が
今
後
「
増
え
る
」
か

ら
「
減
る
」
を
引
い
た
も
の
）
を
プ
ロ
ッ
ト

し
た
。
両
者
に
は
正
の
相
関
が
み
ら
れ
、
雇

用
不
安
が
改
善
す
る
と
世
帯
収
入
予
想
も
改

善
す
る
。
逆
に
、
雇
用
不
安
が
強
ま
る
と
世 



32

Business Labor Trend  2005.5

特集―日本人の仕事観、生活観 

帯
収
入
予
想
に
も
悲
観
的
に
な
っ
て
く
る
の

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
一
九
九
七
年
の
一
〇
月

と
一
二
月
を
境
と
し
て
大
き
な
意
識
変
化
が

起
こ
っ
て
い
る
。
一
一
月
に
北
海
道
拓
殖
銀

行
や
山
一
証
券
の
破
綻
が
明
ら
か
に
な
っ
て

以
降
は
、
悲
観
的
な
収
入
予
想
か
ら
、
将
来

を
先
読
み
す
る
形
で
現
在
の
支
出
を
抑
え
て

い
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。 

　
た
だ
、
雇
用
意
識
は
個
人
の
社
会
的
経
験

か
ら
受
け
る
影
響
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。

ど
の
年
代
と
も
バ
ブ
ル
崩
壊
後
に
失
業
率
が

上
昇
し
て
き
た
こ
と
に
違
い
は
な
い
が
、
二

〇
代
な
ど
の
若
年
層
は
失
業
率
が
高
く
不
安

定
な
雇
用
環
境
の
時
代
し
か
経
験
し
て
こ
な

か
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
四
〇
代
や
五
〇
代

で
は
、
こ
れ
ま
で
雇
用
状
況
が
安
定
し
て
い

た
時
代
を
過
ご
し
て
お
り
、
年
代
に
よ
っ
て

雇
用
環
境
に
対
す
る
認
識
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
存

在
す
る
と
推
測
さ
れ
る
。 

 

例
え
ば
、
二
〇
代
と
五
〇
代
で
の
雇
用
不

安
に
対
す
る
意
識
の
違
い
を
み
る
と
、
現
在

五
〇
代
の
人
は
自
ら
の
就
業
期
間
の
大
部
分

を
失
業
率
が
一
％
台
だ
っ
た
時
代
を
過
ご
し

て
き
た
の
が
、
こ
こ
に
き
て
急
速
に
悪
化
し

て
い
る
た
め
に
、
不
安
感
が
他
の
年
代
以
上

に
高
ま
っ
て
い
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
る
。

一
方
で
、
現
在
二
〇
代
の
人
は
、
自
ら
の
就

業
期
間
の
大
部
分
を
失
業
率
が
一
〇
％
近
い

環
境
の
中
で
過
ご
し
て
お
り
、
現
状
を
平
均

的
・
標
準
的
な
姿
と
捉
え
て
い
る
可
能
性
が

あ
る
。
こ
の
様
な
経
験
の
違
い
が
、
意
識
面

で
の
ギ
ャ
ッ
プ
と
し
て
現
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。 

   

５
． 

雇
用
不
安
が
消
費
意
識
に 

　
　  

最
も
大
き
な
影
響
を 

　
　  

与
え
て
い
た 

　
消
費
者
の
マ
イ
ン
ド
は
、
自
分
の
お
か
れ

て
い
る
様
々
な
外
的
・
内
的
環
境
か
ら
影
響

を
受
け
る
。
こ
の
と
き
、
消
費
者
の
意
思
決

定
は
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
た
ど
っ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
共
分
散
構
造

モ
デ
リ
ン
グ
の
手
法
を
用
い
て
消
費
構
造
を

傾
向
的
に
示
し
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
消
費
意

欲
が
何
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
た
の
か
を

考
え
る
。 

　
消
費
者
の
意
識
構
造
は
、
い
く
つ
か
の
段

階
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、
こ
こ
で
は
四
層
構
造
―
マ
ク
ロ
環
境
（
景

気
や
雇
用
状
況
）、
自
分
の
生
活
状
況
（
収

入
や
暮
ら
し
向
き
）、
現
在
や
将
来
へ
の
支

出
マ
イ
ン
ド
、
そ
し
て
個
別
の
消
費
意
欲
（
余

裕
財
消
費
意
欲
、
必
要
財
消
費
意
欲
、
耐
久

財
消
費
意
欲
）
―
か
ら
成
っ
て
い
る
と
考
え

る
。
必
要
財
消
費
意
欲
と
は
、
「
日
常
の
食

費
」「
生
活
用
品
」「
教
養
・
カ
ル
チ
ャ
ー
」

で
あ
り
、
日
々
の
生
活
に
必
要
と
な
る
基
礎

的
な
消
費
財
に
対
す
る
消
費
意
欲
を
表
し
て

い
る
。
余
裕
財
消
費
意
欲
は
、
「
レ
ジ
ャ
ー
・

旅
行
」
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」
「
現
状
生
活
満

足
度
」
で
、
日
常
生
活
か
ら
は
や
や
離
れ
、

余
裕
が
生
ま
れ
た
と
き
の
選
択
的
消
費
意
欲

を
意
味
し
て
い
る
。
ま
た
、
物
価
変
動
は
、

因
子
分
析
や
判
別
分
析
の
結
果
な
ど
か
ら
、

他
の
要
因
と
は
独
立
し
た
項
目
と
し
て
存
在

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

　
全
体
と
し
て
み
る
と
、
「
現
状
の
雇
用
環

境
感（
雇
用
不
安
）」
が
「
生
活
レ
ベ
ル
感（
収

入
や
暮
ら
し
向
き
）」
に
影
響
を
与
え
、
さ

ら
に
「
支
出
マ
イ
ン
ド
」
を
刺
激
す
る
、
と

い
う
意
識
の
太
い
流
れ
が
あ
る
。
そ
し
て
、

「
支
出
マ
イ
ン
ド
」
が
改
善
す
る
と
、
「
耐

久
財
」
や
「
余
裕
財
」
に
対
す
る
消
費
意
欲

が
特
に
改
善
す
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
一
〇
年

余
り
の
間
、
消
費
者
の
マ
イ
ン
ド
が
改
善
し

財
布
の
ヒ
モ
が
緩
む
に
至
る
ま
で
、
雇
用
動

向
が
非
常
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
た
と

い
え
る
。
こ
の
影
響
は
、「
余
裕
財
消
費
」
〉 

 

「
耐
久
財
消
費
」
〉
「
必
要
財
消
費
」
の

順
に
強
く
現
れ
て
く
る（
３
）。 

　
時
期
別
に
見
る
と
、
不
況
感
が
厳
し
く
な

っ
た
九
七
年
以
降
の
ほ

う
が
、
そ
れ
以
前
と
比

べ
て
マ
ク
ロ
環
境
が
支

出
マ
イ
ン
ド
に
与
え
る

影
響
が
一
段
と
大
き
く

な
っ
た
。
今
は
、
マ
ク

ロ
環
境
の
好
転
な
く
し

て
支
出
マ
イ
ン
ド
の
改

善
が
見
込
め
な
い
状
況

と
言
え
よ
う
。 

　
ま
た
、
男
女
別
に
見

る
と
、
女
性
の
支
出
マ

イ
ン
ド
の
方
が
、
総
じ

て
マ
ク
ロ
環
境
に
敏
感

で
あ
る
。
景
気
回
復
期

に
お
い
て
は
女
性
か
ら

の
消
費
回
復
が
起
こ
る

と
考
え
ら
れ
る
。 

　
年
代
に
よ
る
違
い
も

み
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

二
〇
代
の
個
別
消
費
に

向
か
う
数
値
は
低
く
、

支
出
マ
イ
ン
ド
が
上
が

っ
た
と
し
て
も
、
実
際

の
消
費
に
は
結
び
つ
き

に
く
い
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
年
齢
は
比
較
的
所
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得
が
低
い
た
め
に
、
言
わ
ば
「
な
い
袖
は
振

れ
な
い
」
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。
一
方
、

五
〇
代
・
六
〇
代
、
と
り
わ
け
五
〇
代
で
の

数
値
が
高
く
、
支
出
マ
イ
ン
ド
の
上
昇
が
実

際
の
消
費
行
動
に
直
結
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

   

６
． 

お
わ
り
に 

　
本
調
査
が
開
始
さ
れ
た
一
九
九
三
年
以
来
、

消
費
マ
イ
ン
ド
は
人
び
と
が
普
段
感
じ
る
雇

用
環
境
に
大
き
く
依
存
し
て
き
た
。
そ
し
て
、

雇
用
不
安
は
世
帯
収
入
の
見
通
し
と
も
密
接

に
関
連
し
て
い
る
こ
と
を
み
て
き
た
。
こ
の

こ
と
は
、
人
び
と
が
雇
用
の
改
善
、
ひ
い
て

は
収
入
が
増
加
し
て
い
く
こ
と
を
肌
感
覚
で

認
識
で
き
な
い
限
り
、
一
時
的
に
改
善
し
た

消
費
マ
イ
ン
ド
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
難

し
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

　
し
か
し
な
が
ら
、
直
近
の
二
〇
〇
五
年
二

月
に
行
っ
た
調
査
で
は
、
雇
用
や
収
入
面
に

お
い
て
明
る
さ
が
垣
間
見
え
る
結
果
と
な
っ

て
い
る
。
消
費
者
の
マ
イ
ン
ド
は
、
漠
と
し

た
景
気
に
対
す
る
期
待
か
ら
、
消
費
の
基
盤

と
な
る
よ
り
リ
ア
ル
な
雇
用
・
収
入
へ
と
徐
々

に
移
行
し
て
き
て
い
る
。
消
費
が
回
復
す
る

に
は
、
よ
う
や
く
芽
生
え
た
流
れ
を
確
実
な

も
の
に
す
る
こ
と
が
肝
要
に
な
っ
て
く
る
だ

ろ
う
。 

 

〔
注
〕 

 

１
．
電
通
消
費
マ
イ
ン
ド
指
数
（
Ｄ
Ｃ
Ｍ
Ｉ
）
は

、

以
下
の
よ
う
に
し
て
作
成
さ
れ
て
い
る
。 

 

（
１
）Ｄ
Ｃ
Ｍ
Ｉ
は
①
景
気
見
通
し
、
②
暮
ら
し
向

き
予
想
、
③
耐
久
財
購
入
意
欲
、
④
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

支
出
意
欲
、
⑤
レ
ジ
ャ
ー
支
出
意
欲
と
い
う
、
先
行

き
に
つ
い
て
の
質
問
五
項
目
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
①
と
②
は
七
段
階
評
価
、
③
〜
⑤
は
五

段
階
評
価
で
回
答
を
求
め
る
。 

 
（
２
）次
に
、
七
段
階
評
価
質
問
の
場
合
は
０
点
（
マ

イ
ン
ド
最
低
）
か
ら
６
点
（
マ
イ
ン
ド
最
高
）
ま
で
、

五
段
階
評
価
質
問
の
場
合
は
０
点
か
ら
４
点
ま
で
の

ス
コ
ア
を
与
え
、
こ
の
ス
コ
ア
を
回
答
結
果
（
構
成

比
、
％
）
で
加
重
平
均
し
て
、
項
目
ご
と
に
指
数
を

作
成
す
る
。 

 

（
３
）各
指
数
は
０
ポ
イ
ン
ト
か
ら
１
０
０
ポ
イ
ン

ト
ま
で
の
ス
コ
ア
を
と
り
、
全
員
が
最
高
と
考
え
た

と
き
に
１
０
０
、
最
低
の
と
き
に
０
、
良
く
も
悪
く

も
な
い
中
立
的
な
と
き
に
５
０
と
な
る
。
こ
れ
ら
五

項
目
の
指
数
を
合
計
し
た
も
の
が
Ｄ
Ｃ
Ｍ
Ｉ
で
あ
る
。 

 

２
．
も
ち
ろ
ん
、
支
出
は
所
得
だ
け
で
な
く
資
産

や
期
待
所
得
な
ど
に
よ
っ
て
も
影
響
を
受
け
る
。 

 

３
． 

図
中
の
数
値
は
パ
ス
係
数
。
し
た
が
っ
て

、

値
が
大
き
い
ほ
ど
影
響
力
が
強
い
こ
と
を
意
味
す
る
。 
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